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  一．祈りの働き


  「あなたたちのうちの一人であるエパフラスは（中略）いつも祈りの中で、あなたたちのために熱心に労しています。」（コロサイ四・十二）


  クリスチャンの人々は、祈りを感情や願いがたまたま流れ出たもの、あるいはその炸裂と見なすことに、あまりにも慣れ切ってしまっています。しかし、コロサイ四・一二では、祈りは「働き」と称されています。エパフラスの挨拶を伝えた後、パウロは彼について「祈りの中で熱心に労しています」と述べます。使徒ヤコブも、明らかに経験から述べて、「義人の効果的で熱心な祈りは、大いに効力があります」と記しています。義人の嘆願には大いに効力がある以上、祈りは働きであり、それが成就された暁には神のみこころの表現となる働きなのです。


  国家全体に対する祈りの働きを、エリヤの生涯にはっきりと見ることができます。彼についてこう記されています、「エリヤは私たちと同じ性情の人でしたが、雨が降らないように熱心に祈ると、三年六か月のあいだ地に雨が降りませんでした」（ヤコブ五・十七）。これはエリヤの祈りの縛る力でした。次にこう記されています、「彼が再び祈ると、天は雨を与えました」。これは解く祈りです。彼は祈りが縛ったものを祈りによって解いたのです！彼は降らないよう雨を「縛り」、今や、天が地を水で潤すよう、天を「解き」ます。彼はこの両者を神の直接的命令で行いました。彼は神の御心にしたがって、またそれと完全に調和して、行動しました。神はご自身の御言葉を尊んで、ご自身の預言者の天来の信仰に応じてくださる、と彼は完全に信頼しました。


  このように天を開いたり閉じたりすることは、縛ったり解いたりする祈りの力の強力な例であり、マタイによる福音書に記録されている私たちの主の御言葉を見事に描写しています。「あなたたちが地上で縛るものは何であれ天でも縛られ、あなたたちが地上で解くものは何であれ天でも解かれます」。この預言者について、彼は国土をさらなる大災害から救う試みに協力するよう民に求めた、とは述べられていません。預言者に仕えていた若者だけがこの負担にあずかって、協力し、神が約束された雨を待ち望みました。山頂まで行って戻ってきた後、彼は「人の手のひらほどの大きさの」雲を見た、という言葉を伝えました。これは干上がって、乾いた、太陽で焼けついた土地を水で潤すほどのものではありませんでした。しかし、この預言者にはそれで十分でした！彼は祈り抜きました。そして今や、行って大雨の到来を宣言しなければなりません。


  次に、勝利する祈りのもう一人の勇者であるモーセによる、縛ったり解いたりする働きについて分析しましょう。ここでもまた、エリヤの場合のように、彼が水を解いて渇いている民と彼らの牛の渇きをしずめた時、大いなる祝福が国民に臨みました（民数記二〇・十一）。また、イスラエルがアマレクに攻撃された時、彼は、上げた両手と祈りの霊で、敵を縛りました（出エジプト十七・十一）。彼が主に向かって叫ぶと、水が流れ出ました。彼は両手を上げて、神と共に立ち、勝利する祈りで敵を縛りました。そのため、その日、その国民は征服する民となりました。これは一人の人による祈りの効力の素晴らしい絵図です。その人は神と親密な生活・歩みをしており、祈りに関する神の法則の厳格な要求を理解していたのです。


  使徒行伝の書から、祈りは初期の教会の慣行だったことがわかります。ペンテコステの日々のあらゆる祝福のただ中で、語られた言葉に対する油塗りの中、使徒たちは「私たちは祈りと御言葉の務めに専念しましょう」と言いました。祈りが第一であり、宣べ伝えは二の次でした。御言葉を語る道を備えるにあたっての祈りの働きの意味を、彼らはとても良く知っていました。それで彼らは、第一に「祈りに専念しましょう」と言ったのです。そして、祈りへのこの専念により、主の御言葉は速やかに広まってあがめられたのです。


  「なすべきことがたくさんあります」と言う誘惑があります！しかし、祈りにおけるあなたの役割を果たしてくれる人を、あなたは他に見つけられるでしょうか？あなたの祈りが教会のために必要です。「私たちは祈りに専念しましょう」とある以上、悪を縛り善を解く働きはどれほど偉大なことでしょう！初期の教会がどのようにペテロを牢獄から解いたのかを見てください。彼らはヘロデのところに行って嘆願せずに、ただ祈りの中で神の御許に行きました。牢獄の扉を開くのは尋常ならざることでした。共に集まった人々はびっくり仰天して、信じることができませんでした。教会は祈りによって牢獄のかんぬきを解きましたが、それでも、その応答に驚いたのです！


  私たちは自分の祈りを朝の一定の時間、おそらくは夜の十分間、そして時には祈りの集会と関連付けています。しかし、一日中労する祈りのこの強力な実践について、私たちは何を知っているでしょう？敵との戦いを理解する時、あなたはあらゆることのために祈るようになります。なぜなら、あなたが祈らずにいることは必ず、敵が忍び込むための開いた門戸となるからです。敵はあなたの家を混乱させ、あなたの仕事を遅らせ、あなたがする旅行の手配を誤らせます――事実、「敵が触れることはないだろう」とあなたが思う事柄こそ、まさに敵の攻撃の的になるのです。また、あなたが忘れている点こそ、敵が特に覚えている点なのです。


  この「効果ある祈り」をどうすれば学べるのでしょう？「守りが必要なことをすべて覚えているのは、多分むりです」とあなたは思うかもしれません。この点こそまさに、聖霊の助けを求める必要がある点です。なぜなら、彼は私たちのためにとりなして、「神のみこころにしたがった」（ローマ八・二六、二七）祈りをあなたの霊の中に注ぎ込んでくださるからです。彼の助けによって、あなたは思い出して、包括的な祈りを祈ることができます。前もって祈り、敵の機先を制しなさい。サタンは六か月前に自分の計画を立てているというのに、あなたはその出来事の一か月前になってようやく祈り始めるのでしょうか？次の大会のために前もって祈りなさい――いかなる邪魔ものも神の霊的な御旨・御計画を妨げたり挫折させたりしませんように、と祈りなさい。なすべき働きがたくさんあることがわかるでしょう。


  エリヤの祈り、モーセの祈り、初期の教会のための使徒たちの祈り！これらの神の巨人たちが祈っていなければ、何が起きていたでしょう？初期の教会ですら、その構成員たちは完全ではありませんでした。使徒たちは敵が忍び込むのを見ました。つぶやきがありました――お金はもちろんのこと、食物や他の必要についてです。その後、使徒たちは、「私たちは祈りと御言葉の務めに専念しましょう」と言いました。


  書簡の中には、キリストの全教会のための祈りが見つかります。信者たちのためにどう祈ればいいか知りたければ、パウロの諸々の祈りを読んで、今日の神の民のためにそれらの祈りを祈りなさい。エパフラスは何を祈ったでしょう？コロサイ人たちが「神のすべてのみこころを完全に確信して立つ」（コロサイ四・十二）ようにと、彼は祈りの中で「熱心に労し」ました。これが彼が祈りの中で労した、到達すべき目的でした。そして、これがそれによって祈ることのできる最高の基準です。時々、祈りの依頼を受けて、それらの課題のために何を求めればいいかわからないことがあったとしても、少なくとも、「この魂のために神のみこころがなされますように」と祈ることはできます――この祈りは詳しくはありませんが、すべてを含んでいます。パウロの諸々の祈りの言葉を使って教会のために祈りなさい。神の使者たちのために祈りなさい。メッセージを伝えるとき、彼らの言葉が明確で、力強く、説得力があるものとなりますように、と祈りなさい。ローマ十五・三〇～三二のパウロの祈りを見てください。


  
    「兄弟たちよ、私は主イエス・キリストと御霊の愛によって、あなたたちに懇願します。私のための神へのあなたたちの祈りの中で、私と共に奮闘してください。それは、私がユダヤにいる不従順な者たちから救われるためであり、またエルサレムのための私の奉仕が聖徒たちに受け入れられるためです。こうして神のみこころを通して、喜びのうちにあなたたちの所へ行って、あなたたちと共に安息するのです。」
  


  これが祈りの協力を求めるパウロの依頼でした。エルサレムに行く時、それはきわめて困難な時になるだろうことを、彼はわかっていました。そこでは、一部の信者が自分たちのユダヤ宗教をある程度保ちたがっていて、それらの人々が彼に抵抗・反対するだろうことが予期されました。それで、彼は仲間の信者たちに、自分の前にある危険や困難に直面して征服することができるよう、祈りの協力を求めたのです。


  二コリント一・八～十一に、圧迫からの解放のための祈りを求めるパウロの依頼があります。きっとこれは間違いにちがいない――きっとパウロはそれほど圧迫されていなかったにちがいない！――とあなたは言うでしょう。しかし、彼は「耐えられないほど」圧迫されていたのです。生来の彼が耐えられる限界を超えそうだったのです。それで、彼は生きる望みさえも失いました。そこで、彼は仲間の信者たちに祈りを求めます。そして、「あなたたちの祈りを通して神は自分を解放してくださる、と私は期待しています」と付け加えます。これは確かに、圧迫下にある信者たちのために祈る十分な根拠であり、祈りは働きであることがわかる十分な根拠です。


  コロサイ書には「開いた扉」のための祈りがあります。きっと、皆がパウロの宣べ伝えのために扉を開くにちがいありません！そうではないでしょうか？今日、私たちが知っている偉大な使徒パウロは、当時、ナザレ人に従う蔑まれた従者にすぎませんでした。私たちは、聖書の他の人物たちにそうするように、パウロの周りに後光を付け加えてしまいます。そのため、彼らの生活がどれほど私たちの生活のようだったのか、私たちはわかっていないのです。おそらく、パウロは彼の一生の仕事の恐ろしい重圧の中を通ったとき、その輝かしい成果がどのようなものか、彼自身全くわかっていなかったでしょう。生涯の終わりに、外面的な結果に関して、「すべての人が私を見捨てました」と彼は言わざるをえませんでした。数世代後になってはじめて、真の成果がわかりました。彼の人生の結果がどうなるのか、パウロは少しでも知っていたでしょうか？彼は苦闘し、苦しみ、状況によってあちこちに追われました、敵から逃れるために、かごの中で城壁を吊り降ろされました。彼の道のどの歩みも、彼を滅ぼすためのユダヤ人たちの反対や策略によって付け狙われました。彼の命と使信は常に危険の中にありました。小さな群れの中には、反対する兄弟たちがいました。そのため、彼の働きは、キリスト信者であると告白しているけれども、律法の文字――それは「過ぎ去る」ものでした――にしがみついている者たちによって、滅ぼされかけました。彼はこういったことやそれ以上のことをすべてくぐり抜けました。神に助けられて、祈りにより、彼を試みるあらゆる試練や環境をくぐり抜けたのです――神は彼にそれらの試練や環境を通らされました。それは彼が実を結んで、彼の種が豊かに増殖するためでした。


  「型にしたがって」


  これは私たち全員が学ぶべき奇妙な学課です。そして、最初から最後まで、カルバリがその型です。神の勝利は敗北のように見えるのです。それは目に見えない領域では勝利なのですが、目に見える領域では、全くどん底のように見えます。カルバリではそうでした。パウロの生涯ではそうでした。ペテロの生涯ではそうでした。どこでもだれでもそうでした。彼らは「死は私たちの中に働き、命はあなたたちの中に働きます」と言うことができました。彼らはキリストの死の中に植えられます。それは実を結ぶ命のためです。もし私たちが絶えざる外面的成功の生活を期待し、世人に対して裕福で好ましく見えることを願っているなら、私たちは神の働きの方法を誤解しています。他方において、あなたに内なる視力があって、自分の中にある神の命は苦難を通してはじめて実を結ぶことを見るとき、あなたは目に見えない霊の命を信仰によって生きることを学ぶようになります。戦い、反対、友人たちの裏切りによって煩わされなくなります。むしろ、自分の魂を忍耐のうちに保って、神の愛によって満たされます。自分の人生の行程は地上における神・人の模範、そしてパウロの模範にしたがっていることをあなたは理解し、「そうです、私はこの列に連なっているのです」と言うようになります。


  話すための扉が開かれて、「御言葉が速やかに広まる」（二テサロニケ三・一）ようパウロが祈ったことを知るのは、大きな助けです。あなたがそのために祈らなければ、どうやって御言葉は「速やかに広まる」ことができるでしょう？御言葉を「速やかに広」めるのは祈りです。あなたは神の使者たちと彼らのメッセージのために、このように祈っているでしょうか？神のメッセージを託されているこれらすべての人たちのために祈りなさい。彼らが「不従順な者から救われる」よう祈りなさい。彼らが彼らのメッセージと共に受け入れられるよう祈りなさい。彼らが神に遣わされた所にだけ行って、他のだれかによって遣わされることを許さないように祈りなさい。圧迫が彼らの上に臨んで、彼らが生きる望みすら失う時、彼らのために祈りなさい――彼らには自分たちのために祈り「抜く」人が必要です。神の十字架の使者たちのために「話すための扉が開かれて」、メッセージを与える自由が与えられますように、と祈りなさい。もしかすると、教会をこの祈りの働きに専念させるために、神はすべての霊的働きが停止するのを許されるかもしれません。多くの人は話す働きに喜んで専念しますが――祈る働きにそうする人はなんと少ないことでしょう？真のメッセージを持っているとあなたが見なしている人の背後にあなたが立ち、「主よ彼に言葉を与えてください。あなたの御言葉を速やかに広めてください」と祈るなら――それこそ祈りの働きです。


  あなたはこの働きの可能性を垣間見ているでしょうか？一日中、キリストとの合一の中で、あなたはこの絶えざる祈りの働きをすることができることを、垣間見ているでしょうか？祈る衝動を待っていてはなりません。むしろ、「冷静に」、あなたの意志で選択して祈り、熟考した上で、静かに神に求め、神は御言葉にしたがってこたえてくださると信頼しなさい。多くのクリスチャンが祈りの集会に出席するのは、神に対して正しくなるため、あるいは、神との交わりを持つためです――彼らは一日中そのように生きるべきだったのであり、集会に行くのは決定的な働きのためでなければなりません。「素晴らしい祈りの時だった！」とあなたは言うかもしれません。たしかにそうかもしれませんが、あなたは何事かを成し遂げたでしょうか？祈りの中でなされるべき膨大な働きがあります。そして、これらの「効力ある祈りの集会」こそ、今日教会が最も必要としているものです。しかし、それらは得るのがきわめて困難なものです。それは、祈る人たちの孤立した霊的生活のためであり、このような祈りの道にサタンが置いた妨げに関する誤解のためです。


  祈りの集会にはある目的がなければなりません。講壇に立つ人のために祈りなさい――「主よ、彼に真の福音を与えてください、彼に言葉を与えてください」。これはその一つの面です。別の面もあって、それによりあなたはこう祈るようにされます、「主よ、サタンがそこでしていることを見てください。彼を縛ってください、主よ、そして、あの人による彼のたくらみをすべて無に帰してください」。


  私たちは祈りの二つの面について考えてきました――供給が必要なもののための祈りと、敵に対して両手を上げる祈りです。この上げられた両手の祈りを、あなたは実証したでしょうか？モーセは戦場でヨシュアに加わって戦った、とあなたは思うかもしれません。モーセはおそらくこう言ったでしょう、「ヨシュアは肉や血を対処していますが、私はもっと強力な力を対処しています。そこでは、肉や血は何の役にも立ちません」。「私たちの戦いは肉や血に対するものではなく」、神の御座との霊の合一によってのみ対処できる敵に対するものです。私は神に求めます。奉仕者たちが逸れていって福音ではないものを宣べ伝えることがないように、教会が彼らを祈りによって守るすべを知っていれば！今日、純粋な福音の宣べ伝えには大きな代価が必要です。そのため、多くの人は、ああ、抵抗が最も少ない道を選んでいます。そして知らず知らずのうちに、あるいは意図せずに、より容易な道を取っています。ああ、祈りの集会に向かって高らかな声で、「あなたたちは何をしているのですか？あなたたちは働いていますか？あなたたちはここに何のためにいるのですか？」と言えたら。


  あなたを祈りの働きに促してもよろしいでしょうか？それは、祈りの働きは集会に行って話を聞いたり、自分自身のために祝福を得ようとすることよりも尊い、とあなたが見なすようになるためです。この祈りの務めに自分を就かせてください、とあなたは神に祈るでしょうか？あなたには他になすべき働きがあるかもしれませんが、思いが些細な事柄に向かってしまうのには驚かされます――どうしてそれと同じくらいの容易さで祈りに「向かって」、動き回っているあいだ「絶えず」祈ることができないのでしょう？神の右手でとりなしておられる主イエスを思いなさい。彼はふたりの「弁護者」のひとりです――もうひとりは聖霊であり、神の子供の中でとりなして、祈る方法を教えてくださいます。彼はあなたの祈りを神のみこころの中に向かわせてくださいます。それは、あなたが祈りの効力を実証するためです。


  



  二．かなえられる祈りの個人的条件


  「もし私が心の中に不義を抱いているなら、主は聞いてくださらない。」（詩篇六六・十八）


  「あなたの罪があなたから御顔を隠したので、主は聞いてくださらないのだ」とイザヤはイスラエルに言いました。ですから、祈りがかなえられない時、あなたは「神が私の祈りをかなえてくださるのを妨げるものが、私の生活の中に何かあるのでしょうか？私は心の中に不義を抱いているのでしょうか？」と尋ねる必要があります。なぜなら、神のみこころに反するとわかっているものがあなたの生活の中に一つでもあるなら、あるいは、何か疑わしいものにしがみついているなら、その事柄は祈りがかなえられる妨げになるからです。あなたが祈り求めている特定の事柄があります。あなたがそれらを願っているのは、ただそれらが神のみこころだからでしょうか？変わってほしいと思っている事があなたの生活の中にあります――それらはあなたの慰めのためであり、あなたは「それは神の栄光のためである」と思うかもしれません。それらは自分に対する神のみこころではないとわかったとしても、あなたはそれらを願うでしょうか？あなたの願いの泉は清められていて、神のみこころの外側にある何ものもあなたは慕わないでしょうか？神のみこころを知ることをまず求めずに愛着を募らせることによって臨む苦難のために、神を責めないでください。


  「義人の効果的で熱心な祈りは、大いに効力があります」。キリストにある転嫁された義だけでなく、生活の中に実際的義がなければなりません。あなたの知るかぎり、あなたの生活のすべての部分が神のみこころと神の法則にしたがっていなければなりません。


  また、日毎に罪に対して勝利しなければなりません。勝利の生活を送ることに失敗することほど、「願い求め」と願い求めの力を速やかに阻止するものはありません。個人的勝利の必要性は、かなえられる祈り条件として、どんなに強く明確に強調しても強調しきれません。あなたを支配している何かがあなたの中にあります――ほとんど常に何か一つのことに集中しています――ただまっすぐにあなたの救い主、御顔に傷のある人のもとに行きなさい。そして、尊い血を適用してもらって、罪の「欲求」から自分を清めてもらいなさい。彼は救い主です。「彼はご自分の民を彼らの罪から救います」。キリストとの曇りなき個人的関係が、まさにかなえられる祈りの基礎なのです。


  自分につきまとう特定の事柄で個人的に勝利することに加えて、勝利の霊を持つ必要があります――これはあなたの環境やあなたの状況に対する勝利を意味します。あなたの生活のあらゆる点で個人的に勝利することが、祈りを絶えずかなえてもらうための主要な要素です。


  ですから、魂を攻撃する敵の狙いは祈りの力を阻止することです。サタンは失敗について、その結果ほどは気にしません。もし彼が信者を束縛、抑圧、重圧や雲の下にとどめておけるなら、祈りを阻止するという大きな益を得ます。ですから、勝利が必要です。勝利のためだけでなく、祈りの力を保つためにもです。それ自体は些細なことに思われる小さな事柄でも、もしそれを通して敵が祈りの流れを止められるなら、その結果は重大です。言ってはならないことを言うよう促されたとしましょう。その後、あなたは主のもとに行って赦しを求めます――主は赦しを与えてくださいます――しかし、それによってあなたの霊は鈍らされてしまいます。他の人々の解放のために、直ちに祈りの力を行使することができません。なぜなら、あなたの霊を影が覆って、そのせいで山々を動かして敵に去るよう命じる勝利の信仰が阻止されてしまうからです。


  この個人的勝利のために、まさに攻撃の瞬間、直ちに自分の祈りの特権を握る必要があります。そして、いかなる影も自分の霊を覆うことを許してはなりません。影に覆われる前に、直ちに祈りなさい。さもないと、二、三時間後には、全く祈れなくなるでしょう。個人的勝利の生活の偉大な秘訣は、「神との密な相談を保つ」こと、祈りの武器を直ちに掴むこと、そして、どう感じようとも祈ることです。状況がいかなるものでも、自分は「敗北」していると感じていたとしても、祈りなさい！


  効果的祈りのための基本的立場


  祈りのための信者の基本的立場がヨハネ十五・七に見つかります。「もしあなたたちがわたしの中に住んでいるなら……」。これは私たちを、効果的祈りの生活のための立場である十字架に導きます。「もしあなたたちがわたしの中に住んでいるなら」――「求める」ことができる立場は、キリストの中にある立場です。これには「彼の死の中へと植えられる」（ローマ六・五）ことによってのみ到達できます。そして、それによる彼とのあなたの合一は彼の復活の命によります。


  キリストがマタイ十八章で描写された祈りの生活は、生けるキリストとの合一の中にある「天上」にいる信者の生活に属します（エペソ二・六）。しかし、生けるキリストとの実際的・実行的合一は、彼の死の中に毎瞬根ざすことによります。霊の命の力はみな、神の御言葉に述べられているどの面も、キリストとの合一を示すこの「わたしの中に」にかかっています。「もしあなたたちがわたしの中に住んでいるなら」――もしあなたたちがわたしの中にとどまっているなら！「わたしの中へと信じる者は、その人から川々が流れ出ます……」！「わたしの中へと信じる者は、わたしが行うわざを行います（中略）そして、あなたたちがわたしの名の中で求めるものは何でも、それをわたしは行います」（ヨハネ十四・十二、十三）。かなえられる祈りについて話すのはとても簡単です。しかしそれでも、生けるキリストとの深い合一の生活をこのように絶えず毎瞬送ることについては理解していないかもしれません。この合一の生活の中で、あなたが祈る時、神は応え、働き、「行って」くださるのです。


  「肉にしたがった」生活や、肉的生活の水準にある生活では、これは不可能です。それは――キリストとあなたの――合一の生活です。「主に結合されて、一つ霊」である生活です。それは「幕の内側の」交わりの生活であり、十字架の天に向かう側の生活です。そして、この合一は、キリストの十字架を絶えず、常に、継続的に認識することにかかっています。キリストの十字架は力であり、それにより私たちは、御霊によって、「体の行いを死に渡し」、肉の命を死に渡します（ローマ八・十三）。キリストとの死による合一という基礎が、常にかなえられるこの祈りの生活の根底にあります。「わたしが行うわざを、あなたたちも行います。なぜなら、わたしが父に行くからです（中略）その日には、あなたたちがわたしの中におり、わたしがあなたたちの中にいることを、あなたたちは知るでしょう」。これに関して、ローマ六章が鍵を与えてくれます。キリストの死の中に住む「わたしの中に」があって初めて、神の命の中に住む「わたしの中に」が可能なのです。


  死の土台――十字架の基礎――を避けて通ることはできません。「キリストのものである者たちは肉を十字架につけてしまったのです」さもないと魂の命、肉の命、「古いアダム」の命がたちまち現れて、霊を曇らせ、祈りの力を邪魔します。ですから、効力のある祈りのために、あなたは十字架につけられているという、キリストにある自分の立場を理解する必要があります。その立場であなたはこう言うことができます、「主よ、あなたの死の力をこの天然の古い命の活動に適用してください。この天然の古い命が湧き起こって、私の知性と霊を鈍らせ、せわしない熱狂的な魂の命の活動を生じさせ、敵にそれに基づいて働くための材料を与えてしまうのです」。


  十字架のこの経験的基礎に絶えず従う重要性を理解する必要があります。さもないと、「肉」の現れがたくさん生じて、あなたはそれを「サタンの攻撃」と呼ぶかもしれません。罪に勝利するためにキリストの死を自分の死と勘定するこの基礎を離れるなら、サタンに対する真の勝利はありません。「罪に対して死んだ者が、どうしてなおもその中に生きていられるでしょう？」。暗闇の勢力に対する果敢な戦いで何よりも必要なのは、次のことを理解することです。すなわち、聖霊がこの死の力を古い命のすべての働きに適用することが可能なのは、「霊の中」でのみであり、毎瞬キリストの死に頼るという基礎の上でのみなのです。この死の基礎に基づいて、主は「体の行い」、「古いアダムの命」を抑制し、「死に渡し」（ローマ八・十三）てくださる、とあなたは信頼することができます。聖霊によって内住されているあなたの霊こそが、敵のあらゆる力に立ち向かい、抵抗するものなのです――「もしあなたたちがわたしの中に住んでいるなら」――聖霊がキリストの死を天然の人に適用し続けてくださる時、肉的活動がまぎれ込んで争うことはありません。


  自分の生活の中に「熱狂」やせわしなさがあることに気づくとき、あなたはそれを、自分の周囲の大気中にいる「敵」のせいである、と考えるかもしれません。しかし、それはあなたの中にある「古い命」の熱狂かもしれません。この古い命はキリストの死の適用を必要とします。それは、それが「死に渡され」て「死んだ」ままにしておかれるためです。


  「もしあなたたちがわたしの中に住んでいるなら」。キリストの死の中に住まないかぎり、復活のキリストの中に「住む」ことはできない、とあなたの霊的知性はあなたに教えます。「もし私たちが、彼の死の様によって彼と結合されるなら、彼の復活の様の中にもあるでしょう」（ローマ六・五、改訂訳）。つまり、「もし私たちが、接ぎ木された枝のように、密接に結合されるなら」（コニーベア）。木の幹に接ぎ木された枝は、その場所から出て行きません。そして、そこに「住む」時、新しい命がそれを通して強力に力強く流れます。祈りが不屈の力を持つには、キリストに接ぎ木されてその死の中に住み、その命の中で彼に結合されるという基礎がなければなりません。接ぎ木された枝は木と結びついており、根の命にあずかるには木から分離してはならないように、あなたも聖霊によってキリストという幹に「接ぎ木」されています。そして、もしあなたがこの木の中に住んでいないなら、あなたの中にキリストの命が勝利の力をもって湧き起こることはありません。パウロは私たちが「キリストの中に根ざす」ことについて記しました――あなたは、根であるキリスト・イエスの命が自分の中に湧き起こって「命の新しさ」へと至れるよう、カルバリの彼の死の中へと植えられて、この根の中に住んでいるでしょうか？「もしあなたたちがわたしの中に住んでいるなら」、つまり、もしあなたたちが、あなたたちの中にある古いアダムの命を毎瞬あの死の力の中に保つために、わたしの死の中に住んでいるなら――「あなたたちが望むものを求めなさい、そうすればそれはなされます」。


  「そして、わたしの言葉があなたたちの中に住んでいるなら」。キリストの言葉が内なる命の中に造り込まれないかぎり、祈りには何の力もありません。祈りの力を持つには、信者は彼の言葉を「食べ」「飲み」しなければなりません。もし祈れないなら、行って神の御言葉を読みなさい。それがあなたの心の中に燃え上がるまで読みなさい――それから祈りなさい。あなたには祈りのための燃料が必要です。その燃料とは、あなたの中に住んでいる「わたしの言葉」です。「あなたたちが望むものを求めなさい」という御言葉は、御言葉に記されている神のみこころに関する知識を持っていて、それが自分たちの最も深い部分に造り込まれている人々のためだけのものです。そのような人々はみこころに反するものを何も求めません。なぜなら、彼の御言葉が彼らの存在そのものの中に吸収されて、神の御言葉の上に霊の命が建て上げられているからです。


  「もしあなたたちがわたしの中に住んでいるなら」――もしわたしがあなたたちを置いた所に、わたしの死の中に、あなたたちが立つなら、もし接ぎ木された枝が木の中に住むのと同じように、あなたたちがわたしの中に住むなら――「そしてわたしの言葉があなたたちの中に住んでいるなら」――もしそれらがあなたたちの中に造り込まれて、「文章」として知性や記憶の中に宿っているだけでないなら。もしわたしの言葉が、あなたたちがそれらを霊的に常食することによって、まさにあなたたちの命の中に合併されるなら、その時、わたしの意志と全く調和した「意志」があなたたちの中に形造られます。わたしの言葉があなたたちの意志を強め、導き、あなたたちにわたしの意志を知らせます。その時！ああ！その時、あなたたたちが望むものを求めなさい、そうすればそれはなされます。


  祈りにおける意志の地位


  「あなたたちが望むものを求めなさい」――あなたたちが感じることを求めるのではありません！ここで、祈りにおける意志の地位がはっきりとわかります。あなたの意志は神の側に定まっているでしょうか？あなたは、何をなすべきかわからなくて、葛藤を経験したことがあるでしょうか。様々な方法で祈るのですが、ほとんど絶望的な状況になってしまいます。その時、ついに、聖霊の御業により、あなたの口は「確かなことが一つあります。私は神のみこころの側に自分の意志を定めます」と宣言します。その結果、葛藤は直ちにやみます。まさにこの明確な意志の姿勢によってです。時々、暗闇の勢力はこのような混乱の雲をあなたの上にもたらします。そのため、あなたは正しいか間違っているか判断できなくなります。あなたが言わば、外側の葛藤から中心へ、あなたの意志、船の舵、あなたの存在全体の中心にある泉へと退却して――静かにあなたの意志を神の側に定めて罪とサタンに対抗しないかぎり、その状態が続きます。こういうわけで、疑いや葛藤の時は常に、意志が言わば「決定投票者」なのです。そうです、あなたは自分自身に逆らってでも、「神の側につく」ことができるのです。


  信仰の条件


  「あなたたちが一粒のからし種のような信仰を持っているなら、この山に、『移れ！』と言えば、それはあなたたちに従います」（マタイ十七・二〇）。あなたたちが信仰を持っているなら、それは従うのです！「山」――障害物――を移すために、一粒のからし種は何をしなければならないのでしょう？地に落ちて死ぬことだけです。あなたたちが一粒のからし種ほどの信仰――純粋な信仰――さえ持っているなら、山に向かって「移れ！」と言う力には十分なのです。つまり、あなたたちが持っている信仰を用いなさい、そうすればそれは増し加わります。


  祈りにおける利己的動機


  かなえられる祈りのもう一つの条件は、「自己中心的」であるのをやめることです。「ヨブが自分の友人たちのために祈った時、主はヨブの捕囚状態を元に戻された」。つまり、自分自身や自分の苦難の周囲を巡るのをやめて、他の人々のために祈り始めた時です。個人的な事柄は神に任せて、あなた自身とあなたの必要について彼に信頼しなさい。往々にして、あなたが他の人々の必要のために祈っている間に、あなた自身のための答えが与えられます。


  これは私たちを、「倒錯した」祈りとして描写できるものに導きます。ある事柄のために祈りに祈って、ついには他に何も考えられなくなり、自己に占有されて自己中心的になる「混乱」に陥るおそれがあります。そして、祈りは全く答えてもらえません。自分自身を中心とするのをやめて、だれか他の人のための祈りに打ち込みなさい。もしかすると、まさにその時、答えが与えられるかもしれません。なぜなら、「自分自身の外で」祈ることは、あなたの霊を高く上げて神にもたらすからです。


  祈りにおける利己的動機を対処する必要があります。いつも自分自身や自分自身の身内のために祈ってばかりいる信者は、自問する必要があります。「私がそのために祈っている必要が、もしだれか他の人の必要だったなら、私は同じように熱心で真剣だったでしょうか？」。母親は自分の息子のために祈ります。彼は彼女の息子だからです。もし彼や、彼女の他の息子たちが回心するなら、それは彼女にとって大いなる解放でしょう。あるいは、もしかすると、彼は家族の面汚しで、彼女はその「不名誉」から逃れたいのかもしれません。次に、息子の救いを切望するあまり、昼も夜も嘆き悲しんで、しつこく息子にせがんで、ついには息子が聞くのを嫌がるようになる母親たちがいます。そのような母親は、まさに祈りをささげる時、無意識の内に自分の祈りを台無しにしているのです。


  この利己的動機はとても強力です。祈りにおいても他の事柄においても、すべての思い、すべての動機は純粋である、と思い込まないでください。たとえ、純粋であるとあなたが思っていたとしてもです。神の純粋な目により、自分の動機、自分の願い、自分の祈りの目的の中にある、自分でもわかっていないものをさらけ出してください、と神に求めなさい。神のみこころだけを神の栄光のために願い求めて、その背後に自己の目的や他の何かが何もない地点に人を導くには、神の深い働きが必要です。しかし、そのような動機を持つそのような人は、神のすべての力を自由に使えます。祈りの人になることは深い清めを意味します。その清めは、私たちを清めるカルバリに血によるだけでなく、火としての神の御霊にもよります。この火は、最も気高くて最も純粋に見えるものの中にすらあるくずをあらわにします。この自己の木が成長すると有害です。もしかするとその中に、とても純粋で、この毒性を少しも帯びていないように見えるものが浸透しているかもしれません。それにより、あなたの祈りの生活を損なうための立場を敵に与えることになるのです。


  内住するとりなし手


  「御霊もまた私たちの弱さを助けてくださいます（中略）彼は神のみこころにしたがって聖徒たちのためにとりなしてくださいます」（ローマ八・二六、二七）。すべての真の祈りは信者の霊の中で、その中に住んでおられる聖霊から生じます。あなたの霊の中におられる聖霊は神のみこころを知っておられます。彼の御業は、天におられるあなたの父のみこころが何であるのかを地上で表す叫びを、あなたの霊の中に生じさせることです。この活動、聖霊の息吹き込みから、あなたの霊の中に生じるものは何でも、それは神のみこころにしたがった祈りであり、天におられるとりなし手の祈りと混ざり合います。ですから、聖霊を認めて、真の祈りを自分に教えてくださるように、またそれを自分の霊の中に生じさせてくださるように、彼に求めなさい。聖霊は地上におられる助け手です（ヨハネ十四・十六、二六）。*


  
    * ギリシャ語では Parakletos、「助けるために傍らに呼ばれた者」。同じ言葉が一ヨハネ二・一では、イエス・キリストに関して「弁護者」と訳されています。ダービーの新約聖書の注釈は、「キリストは私たちのすべての問題を私たちのために天で解決してくださる。聖霊は地上でそうしてくださる」と述べています。
  


  天におられるとりなし手


  「もしだれかが罪を犯すなら、私たちには御父と共にある弁護者、義なるイエス・キリストがあります」。キリストは栄光の中におられる弁護者です――「彼は常に生きていて、私たちのためにとりなしてくださいます」。信者が御霊によって生み出された祈りを地上で祈る時、天のとりなし手はそれらの願い求めをご自身の御名の中で御父の御前にささげてくださいます。これが祈りの循環です。


  常にかなえられる祈りの生活のための基本的な個人的条件は、ですから、（１）清められた心――罪を愛さないこと、（２）自分の永遠の基盤としての「彼の死の中に植え付けられる」こと、（３）生けるキリストとの合一、（４）彼の御言葉が自分の最も内なる食物・命として自分の中に住むこと、（４）感情よりもみこころによって支配された願い求め、（６）信仰、（７）利己的動機がないこと、（８）聖霊の力によって霊の中で祈ることです。


  神はとりなし手を欲しておられます。今日、ご自身の教会に神が与えることのできる最大の祝福は、エリヤが祈ったように祈ることのできる、少数の人々です。彼のみこころを知っていて、他の何ものも探し求めたり祈り求めたりしない少数のとりなし手です。どうか神がそのような人々を興してくださいますように。


  



  三．祈りの力


  「その日には、あなたたちはわたしに何も尋ねないでしょう（『わたしに何の質問もしないでしょう』、欄外）。まことに、まことに、わたしはあなたたちに言います、あなたたちが父に求めるものは何であれ、彼はわたしの名の中であなたたちに与えてくださいます。今までは、あなたたちはわたしの名の中で何も求めませんでした。求めなさい、そうすれば、あなたたちは受けます。それは、あなたたちの喜びが満ち溢れるためです（中略）わたしがあなたたちに父についてはっきりと告げる時が来ます。その日には、あなたたちはわたしの名の中で求めるでしょう。」（ヨハネ十六・二三～二六）


  働くことよりも祈ることの方が、より深い霊的生活を必要とします。なぜなら、肉は神のために大いに活動して、見たところ偉大な結果を得ることができるからです。祈りの力の不足は、私たちを人間的能力に向かわせます。「ひたすら祈る」ことは愚かに思われます！これは、私たちには祈りの力がないからにほかなりません。祈ることが最大の知恵であることがわかるのは、「祈りは世界を動かす方の御手を動かす」ことが私たちを通して証明される時です。私たちの祈りがこれを行うことに失敗するとき、「祈って」なしうる最善を行う以外に私たちに何ができるでしょう（そう思われます）！


  （１）神の観点から見て効果的な祈りとは何か？


  「何でも求めなさい（中略）彼は与えてくださいます」。「求めなさい（中略）あなたたちは受けます」（ヨハネ十六・二三、二四）。


  これまで指摘されてきたように、この最初の「求め」はギリシャ語ではアオリスト時制であり、一度求めれば得るのに十分であるという、神の力に関する思想を示しています。


  二番目の「求め」は現在進行形であり、絶えず求めて、自分たちのあらゆる必要のための供給を受けることを示しています。


  効果的な祈りは、ですから、求める力であるだけでなく（というのは私たちはいつも何らかの形で「求めて」いるからです）受けるもしくは「得る」力でもあります。


  
   「何事でも、私たちが彼のみこころにしたがって求めるなら、彼は聞いてくださいます。これこそ、私たちが彼に対して持っている大胆さです。彼が聞いてくださることを知っているなら（中略）私たちが彼に求めた願いは、かなえられていることを知るのです」（一ヨハネ五・十四、十五）。ヨハネ十六・二四、マタイ七・八等も見よ。
  


  （２）効果ある祈りは弟子たちにいつ約束されたのか？


  「その日には」（ヨハネ十六・二三）。


  日付のついた約束なのです！ペンテコステの日の日付です。約束された慰め主が彼らを占有されるその日、彼らは「求め」、「受け」て、彼らの「喜びは満ち溢れ」（二四節）ます。


  祈りの力は、ですから、御霊の豊かさを知る知識と結び付いています。


  「今までは、あなたたちはわたしの名の中で何も（ギリシャ語は強調否定、『何も、一つたりとも』）求めませんでした」（二四節）。


  ペンテコステ前の弟子たちは祈りの力について何も知りませんでした。復活した主が彼らの上に息を吹きかけて、御座の前で御父の約束を待つよう彼らに命じられるまで、何も知りませんでした。目に見えない御父への祈りによる、彼らの主との交わりについて、全く記されていません。交わりのこの欠如に関する示唆がルカ九・十八に垣間見られます。「イエスは一人で祈っておられた。弟子たちは彼と共にいた」。


  彼が知っておられた神との交わりを自分たちは何も知らないことに、彼らが気づいたこともありました。そこで彼らは彼のもとに来て、「主よ、私たちに祈ることを教えてください」と言いました。それで、彼は彼らにごく単純な祈りの諸々の要素を教えなければなりませんでした。彼は彼らに次のことをお教えになりました。すなわち、祈りは目に見えない神との隠れた交流であって、見世物ではないこと（私たちはこれを忘れることがしばしばあるのではないでしょうか？）、また、祈りの本質は言葉数を多くすることにあるのではなく、御父の前に必要を単純に示すことにあることです。御父は彼らが求める前から彼らの必要を知っておられますが、それでも、「彼らのためにこれを行うよう（中略）さらに、このためにわたしは求められる」（エゼキエル三六・三七）と仰せられました。


  弟子たちはイエスのもとに人々をもたらしましたが、人々を切望しておられる彼との交わりを何も知りませんでした。私たちは今日、なんと彼らに似ていることでしょう！とりなしにおけるキリストとの交わりが、非常に曖昧に理解されているのです。


  （３）「その日には」彼らはどのように祈るのか？


  彼らは「父に求め」ます（ヨハネ十六・二三、欽定訳）。


  彼らの願い求めはそれまで、キリストに対してなされる願い事にすぎませんでした――それらは祈りとは呼べません――しかし彼は、彼らに御父をはっきりと示すこと、その後、彼らは彼の御名の中で御父に求めるようになることを、約束されました。彼らは御父に向って、御子との生き生きとした合一の中で祈ります。その祈りが「その日には」、聖霊の力の中で、啓示され、彼らの中に生み出されるのです。


  御霊でバプテスマされている人は、キリストの死、葬り、復活の中へとバプテスマされている人です（ローマ六・四）。「主に結合される」人は「一つ霊です」（一コリント六・十七）。そして、復活し、昇天し、栄光を受けたキリストとの合一の中で、「キリストと共に神の中に隠されています」（コロサイ三・三）。


  「父のふところ」（ヨハネ一・十八）は力ある祈りの場です。そこで私たちは「求め、受け」、私たちの「喜びは満ち溢れ」ます。


  慰め主は、キリストとの合一を経験的現実とするために与えられました。ただ聖霊によってのみ、キリストとの合一の中で御父に求めることの意味を、私たちは理解できます。


  （４）効果的な祈りを彼らはどのように教わるのか？


  「わたしは（中略）あなたたちにはっきりと父について知らせます」（ヨハネ十六・二五）。


  「その日には」約束された慰め主が復活した主を彼らの内側に啓示され、内住の御子が御父を啓示されます。それまで大いに曖昧だったことを、彼らにはっきりと示されます。「私たちに父を示してください」とピリポは言いました。ああ！ピリポよ、「わたしは」父への「道です」。「その日には、わたしがわたしの父の中におり、あなたたちがわたしの中におり、わたしがあなたたちの中にいることを、あなたたちは知るでしょう」（ヨハネ十四・二〇）。「子と、子が父を啓示しようとする者のほか、父を知る者はいません」（マタイ十一・二七）。聖霊は御子を啓示し、内住の御子は御父を啓示されます。


  祈りは、ですから、私たちが世の中や自分自身の中に生きて、定期的に近寄るものではなく、キリストに結合されることなのです。


  絶えず御前に生きる


  要約すると、効果的な祈りとは、
 １．求めたものを常に受けることです。
 ２．聖霊でバプテスマされた人だけが行えます。
 ３．地的生活では実行不可能です。
 ４．御子との合一の中で、聖霊を通して、御父に祈ることです。
 ５．御子が父を啓示する時に教えてくださるものです。


  これがみな経験的に実現されないかぎり、祈りに対する答えは与えられない、ということではありません。しかし、それらの答えは例外であって、一般的ではありません。受け手にとって、それらは「求めなさい、そうすればあなたたちは受けます」という約束が必然的に成就した結果というよりは、むしろ驚きであるように思われることがしばしばあります。


  神が信仰を見いだされるときはどこでもどうであれ、信仰に応えることが神の法則です。しかしこれは、私たちが考えている、絶えざる効果的な祈りの生活ではありません。


  （５）効果的な祈りはどのように維持されるのか？


  
   「あなたたちがわたしの中に住んで（隠れて！）おり、わたしの言葉があなたたちの中に住んで（隠れて）いるなら」。


    「何でも望むものを求めなさい」：「それはあなたたちにかなえられます」（ヨハネ一五・七）。
  


  実際には、神の中にキリストと共に隠されている命は、私たちの中に豊かに住んでいる、霊であり命である御言葉によって維持されます。御言葉により、みこころにしたがって祈ることを私たちは教わります。御言葉により、私たちの中にある彼の命と、彼の中にある私たちの命は養われ、聖霊を通して深められます。


  このように神の中に住んでいる人の願いは祈りです。「あなたたちが願うものは何でも（中略）あなたたちが祈る時（中略）受けたと信じなさい（中略）そうすれば得ます」（マルコ十一・二四、欽定訳）。「御霊自ら言い難いうめきをもって、私たちのためにとりなしてくださいます（中略）彼は神のみこころにしたがって聖徒たちのためにとりなしてくださいます」（ローマ八・二六、二七）。


  祈りの生活が深まるにつれて、それはますます単純になっていきます。そしてついには、「あなたのみこころが天でなされているように地にもなされますように」が、その人の「声に出すにせよ出さないにせよ、心からの願い」となります。そして、「わたしの食物はわたしを遣わされた方のみこころを行うことです」が唯一の目的となります。


  締めくくるにあたって、効果的な祈りに対する五つの明確な妨げに注意しましょう。


  （６）効果的な祈りに対する五つの明確な妨げ


  １．心の中の罪（詩篇六六・十八）。
 ２．心の中の偶像（エゼキエル十四・十三）。
 ３．心の中の「憎しみ」や「恨み」（マタイ五・二三、二四）。
 ４．心の中の不信仰（マルコ十一・二三）。
 ５．心の中の利己的動機（ヤコブ四・三）。


  私たちが祈りの力を知りたければ、聖霊はこれをすべて対処しなければなりません。すべては次のことのために彼に明け渡されなければなりません：


  １．イエスの血の清め（一ヨハネ一・七、九）
 ２．肉の磔殺（ガラテヤ五・二四）
 ３．聖霊の内住（ローマ八・九）


  



  ＊　＊　＊　＊


  



  これまで、私たちは個人生活を取り扱ってきました。神との個人的交流が第一でなければなりません。なぜなら、各々の人がキリストとの経験的合一の中にもたらされ、彼の中で御父を知り、神の力を持つことにより、キリストのからだ全体が天に向かって上げられなければならないからです。


  しかし、どうすれば効果的な祈りの集会を持てるのでしょう？


  効果的な祈りの集会


  聖霊は、同じ原則に基づいて、また、同じ条件に基づいて、私たちが責任を負うように任された「働き」を、しっかりと引き受けてくださいます。彼はすべての妨げを対処して取り除くことを許されなければなりません。彼はすべての「働き」を絶対的に御手の中に得なければなりません。そのとき彼は、祈りの集会全体がその中で開かれる、ある雰囲気を生じさせられます。自由の御霊がそれらの集会の上にとどまり、無口な唇を開き、すべての障害を取り壊し、すべての心を溶かして一つ心にされます。その時、「聖霊行伝」の中で私たちに与えられている実物教材が実演されることになります。その時、


  １．弟子たちの中におられる聖霊が神を動かしました（使徒四・二四～三〇）。
 ２．御座についておられる神が力強く弟子たちを動かされました（使徒四・三一）。
 ３．弟子たちは、神に動かされて、人々の心を動かしました（使徒四・三三）。


  「そして、信者たちはますます多くなり、男と女の群れが主に加えられていった」（使徒五・十四）。


  「主よ、私たちに祈ることを教えてください」。アーメン。


  



  四．祈りと宣べ伝えのための勝利の立場


  福音を人々に届けるには、彼らの状態を知ることが必要です。なぜなら、ばんそうこうを間違った場所につけたら、何の役に立つでしょう！人々の状況を理解するには、暗闇の勢力の働きについていくらか理解しなければなりません。ですから、私はあなたをエペソ六章に連れて行きたいと思います。しかしそうする前に、エペソ一章に向かうことにしましょう。なぜなら、まずあなたの目を昇天した主、御座についておられる征服者のパースンに向けさせることなく、「この世で神なき」男女の状況や、敵の働きの状況について述べるのを、私は恐れるからです。主のパースンという光の中でのみ、私たちはこの世の物事の状態を見ることに耐えることができます。


  エペソ一・十七に、エペソのクリスチャンたちのためのパウロの祈りがあります。「どうか、私たちの主イエス・キリストの神、栄光の御父が、知恵と啓示の霊をあなたたちに与えて、彼を知らせてくださいますように」。これはひとりのパースン、生けるキリストを知る知識です。彼を知るために、私たちには知恵の霊、啓示の霊が必要です。ここの「知識」という言葉はエピ・グノーシス（epi-gnosis）、すなわち、完全な知識であり、強調点は「完全な」という言葉にあります。彼を部分的に知ることも可能ですが――彼を完全に知るには霊的啓示が必要なのです。


  使徒の次の言葉は、この啓示が私たちに臨む方法を示しています。「あなたたちの心の目が照らされて」もしくは「あなたたちが知ることができるよう、あなたたちの理解力の目が光で満たされて……」。あなたは自分の体の一つの肢体を失うかもしれませんが、あなたが知的に知っていることは永遠にあなたのものです。神は私たちにこの内なる照らしをすべて与えてくださいます。それは、たとえ外側が全く暗闇でも、私たちの存在の中心で私たちが「光の中」を歩むためです。


  あなたは彼を知っているでしょうか？彼について知っているでしょうか、と聞いているのではありません。世人は彼について知っているかもしれませんが、私たちは彼を知っています。哀れな世！神の素晴らしい真理を粉々に引き裂いているとは！ある日、彼らは彼を知るでしょうが、手遅れでしょう。あなたが生み出せる最善の「クリスチャンの証拠」は、ひとりのパースンとしてのキリスト、生けるキリストを知る、あなた自身の知識です。そのように彼を知らないかぎり、あなたはこの世の物事の状態によって、ともすればとまどいかねないでしょう。しかし、もしあなたが真に彼を知っているなら、懐疑論者が千人がかりでも、あなたの心に一つも影を投じられないでしょう。外側の何ものもあなたを妨げないでしょう。あなたは人々を探して、サタンの最暗黒のたまり場の中にも入って行けます。しかしそれでもキリストと共に、「彼が光の中におられるように、光の中に」いるでしょう。神の奉仕のための私たちの装備はみな、ひとりのパースンを中心としています――それは主キリストを知る個人的知識です。


  「それはあなたたちが、彼の召しの望みがどんなものであるか、聖徒たちの中にある彼の嗣業の栄光の富がどんなものであるか、そして、信じる私たちに対する彼の力の卓越した偉大さがどんなものであるかを知るためです」――疑う私たちに対する、ではありません！そしてこれはみな、それに向かって私たちが奮闘しなければならない漠然とした理想ではなく、むしろ「彼の強力な力の働きにしたがっ」たものであり、神の活発な御業の力にしたがったものなのです。聖書は働き（エネルゲイア、energeia）に関して多くのことを述べています。例えば、神の御言葉は「働く」、神の霊は「働く」というように。働きは何事かを成し遂げることを意味します。ここでは、それは「神の強い力のエネルギー」であり、それを神はキリストの内に働かせて、彼を死者の中からよみがえらせました。よみがえるのに何の奮闘もありませんでした。奮闘しても、復活の命の中には入れません。人々は彼の頭と彼の体を死体用の装束で覆いました。そして、彼らが彼を探しに行った時、彼はそこにはおられず、彼の体の形をした死体用の装束と、巻いてある頭用の布が残っていました。彼はよみがえって、それらの装束を通り抜け、岩の墓を通り抜けられたのです。これは、神がキリストを死者の中からよみがえらせた時の、神の力強い御業の模範です。


  「すべてを遥かに超えて」


  次に神は彼を高く上げて、「天上でご自身の右に座らせ、すべての支配、権威、力、主権、そして唱えられるあらゆる名をはるかに超えて高くされました」。なんと輝かしい啓示でしょう！彼の御言葉を通して、今、啓示の霊があなたに与えられつつあるでしょうか？あなたの心の目は開かれて、すべてを遥かに超えた征服者として座しておられる彼を見ているでしょうか？次に神は「万物を彼の足の下に服従させ、そして彼を万物の上にかしらとして教会に与えられました」。「万物の上に」――そうです、彼は私たちの主人、支配者、征服者、勝利のキリストであり、彼の民にとって万物の上におられるかしらなのです。


  パウロは、復活して支配しておられる主のこの素晴らしいビジョンを私たちに与え、次に、低く、低く、低く、地上に降りてきて、「そしてあなたたちを彼は生かしてくださいました」と言います。「自分たちの違反と罪を通して死んでいた」あなたたちを、彼は生かしてくださったのです。生かすとはどういうことでしょう？命です！あなたはそれを得るために奮闘しませんでした――彼があなたを生かし、「あなたたちが死んでいた時」、あなたの中に新しい命を置いてくださったのです。死人は自分のために何もできません。そして、罪人がよみがえらされる時の状態の絵図は次のとおりです：無力であり、違反と罪を通して死んでおり、「その中を以前あなたたちは歩んで」いたのです。ああ、これはいっそう悪いことです！この人は死んでいるのに、「歩く」のです！どう歩くのでしょう？「空中の権威の君」にしたがってです。この人は神に対して死んでいますが、サタンに対して生きています。そして、それに対して自分が「生きて」いる力と影響力にしたがって、一歩ずつ歩みます。これで、キリストの福音を人々に届けるにはどこから始めなければならないのか、わかったのではないでしょうか？


  「この世の行程にしたがって、空中の権威の君にしたがって」。罪人たちだけでなく、この世の行程全体も、暗闇の君の力の下にあります――それはサタンにしたがったものであり、神にしたがったものではありません。エデン以降、人は神との交わりの代わりに自分自身の道を選んできました。しかしそれでも、この世の方法や手段を用いることにより、罪とサタンに乗っ取られているこの哀れな世を勝ち取って神に復帰させられる、と思っている人々がいます。これは愚かではないでしょうか？


  パウロはなおもさらに続けます。再び聞いてください。「空中の権威の君、不従順な子らの中に働いているその霊」。サタンの霊が救われていない人の中で働いているのです！恐ろしいことですが、御言葉は明確です。もし働き人として、これらの事実を明確に理解しないなら、あなたは今日、群衆に手を差し伸べることはできません。神の御言葉はサタンを「この世の神」「空中の権威の君」と呼んでいます。これは次のことを明らかに意味します。すなわち、一つの組織的な悪の君主制がキリストに対抗して設立されており、それは主権者たち、権威者たち、世の支配者たち、「天上にいる」悪の霊の勢力を伴っているのです（エペソ六・十二、十三）。サタンは自分の君たちを、どうやら様々な国の上に立てているらしいことが、ダニエル書十章からわかります。そこでは、天の使者に立ち向かった「ペルシャの君」や「ギリシャの君」について述べられています。「この暗闇の世の支配者」が不従順な子らを支配しています。「彼らの間で私たちもみな、かつては自分の肉の欲の中で生活し、肉と思いの欲望を満たしていました」（三節）。人々の子らに対するこの支配の結果はいかなるものでしょう？「肉と思いの欲望を満たすこと」です。区別に注意してください。あなたは肉の欲望を満たすのをやめたかもしれませんが、それでも思い――知性、愛情、感情――の欲の中に居続けているかもしれません。


  これが神の御言葉が与えている、すべての人――暗闇から光へ、サタンの権威から神へ立ち返っておらず、主イエス・キリストの贖いの御業を通して赦しを受けていない人――に関する描写です。この状況に、伝道者は自分の働きの中で立ち向かわなければならないのです。


  「しかし神は……」


  「しかし、あわれみに富んでおられる神は、私たちを愛してくださった彼の大きな愛のゆえに、私たちが自分の違反を通して死んでいた時、私たちをキリストと共に生かし（あなたたちが救われたのは恵みによるのです）、私たちを彼と共に復活させ、彼と共に座らせてくださいました……」――きっとこれは間違いです！いいえ、ここに記されています！それなら、これはたんなる比喩的表現にちがいありません！ああ、最初の復活節の日の復活は比喩ではありませんでした。そして、私たちは「キリストの中に」あります――これは現実です。しかし、彼は「あらゆる支配と権威、権力と主権、となえられるあらゆる名を遥かに超えて」おられる、と述べられていないでしょうか？神は「万物を彼の足の下に置かれた」と記されていないでしょうか？確かにそうですが、神は私たちを彼と共に復活させて、彼と共に座らせてくださった、とも記されています。もしあなたがキリストの中にあるなら、これがあなたの地位なのです。


  どうしてそんなことがありえるのか、とあなたは尋ねるかもしれません。それは霊においてであり、体においてではないのです。「主に結合される者は一つ霊です」。これは昇天された主との霊の合一です。これは、私たちの生活の古い体制の反転を意味します。その頃は、外側の生活が私たちを支配していました。つまり、私たちは自分の感覚、感情、魂的な天然の命によって支配されていました。私たちが主に結合されて一つ霊になる時、体は僕となり、魂の命は霊が統治する器となります。この器の中にキリストの霊は内住して、それを力づけてくださいます。体は、この世で彼がそれを通して働くことのできる経路となります。神の優先順位は霊、魂、体です。「私は自分の体を打ちたたいて服従させます」とパウロは言いました。なぜなら、彼の霊は昇天した主に結合されていたからです。また、「キリストにあって天上にある」自分の地位について、この勝利の地位から働くすべを、彼は学んでいたからです。キリストは「この暗闇の支配者たち」の水準を超越しておられ、私たちが地の塵の中を歩むのを望んでおられません。神の子供たちの多くは抑圧されて落胆しています。彼らはキリストにある自分の地位を理解し、それを信仰によって保持し、降りることを拒否する必要があります。


  伝道者の働き


  これはみな、伝道者の働きと、祈りや宣べ伝えと、何の関係があるのでしょう？エペソ二章からエペソ六章に向かうことにしましょう。そうすればわかります。エペソ一章は、死者の中から復活し、天で神の右手に座しておられる、キリストの輝かしい啓示を私たちに示します。エペソ二章は信者について啓示します。信者は、罪の中で死んでいた時、命により生かされ、復活した主と結合され、彼にあって「すべてを遥かに超えて」高くされました。エペソ六章では、敵対勢力との戦いが啓示されています。この戦いの中に信者は、キリストとの自分の合一を真に理解して、敵対勢力に対して霊の中で自分の立場に立つ時、移ることになります。信者は今や次のことを見いだします。神のために勝ち取られた人はみな、敵の手からもぎ取った人であり、人の力や努力はこれには全く不十分なのです。


  「これからは、私の兄弟たちよ、主の中で、また彼の力強い大能の中で力づけられなさい」。バプテスマのヨハネについて、彼は霊の中で強くなったと述べられています。あなたは自分の知性や、あるいは肉体の力によって、霊の敵に対峙することはできません。ただ霊の力によってのみ、霊の敵に対峙することができます。そしてこの戦いのために、あなたは「主の中で、また彼の力強い大能の中で力づけられる」必要があります。聖霊は「あなたを主に結合し」続けておられます（これは継続時制です）。そして、あなたはカルバリで暗闇の勢力を征服された方に結合されています。今、彼とのこの生命結合の中にとどまりなさい。それは、あなたが敵を超えた勝利の立場にあって生きるためです。


  次にパウロは勝利への第二段階を私たちに示します。「神のすべての武具を身に着けなさい。あなたたちが立つことができるためです」。これもまた、あなたの体の行動のことではありません。霊の中で立ちなさい――何に立ち向かうのでしょう？二、三の不親切な言葉でしょうか？いいえ！「あなたたちが対抗して立つことができるためです！」。あなたは「この世の神」の領域の中を歩き回っているのです。そして、この暗闇の支配者たちは自分たちにできることなら何でもします。それは、あなたを天にあるあなたの立場から引きずり下ろすためです。あなたの信仰を弱めるためです。あなたを圧迫して倒すためです。神のためのあなたの奉仕を妨げるためです。しかし、信仰によって自分の立場に立ち、主の中で力づけられなさい。それは、「あなたたちが悪魔の策略に対抗して立つ」ことができるためです。また、「光の中を歩み」なさい。それは、あなたが悪魔の策略・欺きを、それらが自分に臨む時、見抜くことができるためです。


  「なぜなら私たちの格闘は」――これは奇妙です。私たちは「座らされた」のに、格闘しなければならないのです！これは次のことを意味します。この「策略」の目的は、あなたを引きずり下ろすことなのです。何が問題なのかほとんどわかりませんが、意気消沈し、霊は「沈み」、状況は自分の「手に負えなく」なります。その時、あなたは悪魔の策略に気づき、あなたの霊はイエスの御名の中で抵抗し始めます。これは、神があなたを置いてくださった所にとどまるための信仰の戦いです。神はあなたをキリストにあって世の支配者たちを「遥かに超えた」所に置いてくださったのです。あなたを引きずり下ろせれば、彼らはあなたの働きをすべて無効化できます。それを彼らは知っているのです。


  「私たちの格闘は肉や血に対してではありません」――この戦いでは肉や血を見てはなりません。私はサタンの途方もない働き――諸教会の中の困難、クリスチャンたちの間の困難――のいくつかが粉砕されて無に帰されるのを見てきました。それは、肉や血に立ち向かわず、肉や血との議論に捕らえられるのを拒んで、征服者イエスの御名の中で、彼の勝利の死と復活という根拠に基づいて、敵に抵抗してきたからです。


  エペソ一章と二章に与えられている素晴らしい啓示の頂点は、この霊的格闘にほかなりません。栄光の中におられるキリストの御業に関する最も豊かな啓示と、彼のからだである教会に関する最も深遠な教えを与えているこの手紙は、空中の敵対する君主国と、昇天した主との合一の中で信者があずかるべき霊的格闘に関する、最も豊かな啓示をも与えています。キリストのからだは、それを通して彼が地上で彼の王国を拡張するための道具です。ですから、戦いと武器に関するこの教えの目的は祈りと宣べ伝えであることがわかります。真理、義、平和の福音、信仰の盾、救いのかぶとで武装されて、兵士は神の御言葉である御霊の剣を取り、絶えず祈るよう教わります。


  御霊の剣


  この剣は何のためでしょう？誰を突き刺すべきでしょう？「肉や血」ではありません。この節でパウロが常に述べているのは悪魔のことであって、人々についてではありません。ここの御霊の剣は敵に対する武器であり、敵の力の下で奴隷にされている群衆を神のために捕らえる働きにおいて、「あらゆる祈り」と共に用いられるべきものです。悪の軍勢が「逃げる」まで、彼らに対するキリストの勝利の力を信仰によって保持しなければなりません。敵は神の御言葉を恐れています。なぜなら、御言葉は自由にするからです。「あなたたちは真理を知り、真理はあなたたちを自由にします」。神の御言葉は神の命を伝達します。そして、サタンが恐れているのは、神の僕たちの中にある神の命です。あなたの中にある神に属するものだけが、敵に立ち向かうことのできる力です。ですからこの戦いでは、次のことにすべてがかかっています。すなわち、命・力・光・能力のために自分自身を全く神に委ねて、奉仕のための自分のすべての装備を神ご自身の中に見いだす方法を、あなたが知ることです。


  「どんな時も御霊の中で祈りなさい（中略）すべての聖徒と、また私のために」とパウロは記しています。「言葉が私に与えられるためです」。なんと！大胆に福音を宣べ伝えるために「言葉」が与えられるよう、パウロは他の人々に祈ってもらう必要があったのでしょうか？それなら、今日キリストの福音を宣言するために出て行く人々のために、どれほど深い祈りが必要でしょう。なぜなら、当時と同じく今も、この福音が宣べ伝えられる所はどこでも、サタンの「空中の鳥ども」はその種を奪い去って、批判や無関心を生じさせようと待ち構えているからです。空中のこれらの勢力こそ、福音の効果的宣べ伝えをこれほどまでに難しくしているものなのです。ですから、エペソ六章のこの戦いは、すべて伝道者の働きと関係しています。もしあなたがキリストと共に天で占めている自分の立場を理解し、自分を引きずり降ろそうとするあらゆるものから聖霊によって喜んで解放してもらうなら、もしあなたが御霊の中で生きて歩むなら、あなたはイエスの御名の中で「強い人を縛る」ことができます。神の力をもって力づけられて、「悪魔の策略に立ち向かう」ことができます。「邪悪な日にあって抵抗し、また彼らをすべて打ち倒して、ゆるぎなく立つ」（十三節、コニーベア）ことができます。


  この世と信仰を告白する教会との言語を絶する必要を考慮して、聖霊に求めようではありませんか。どうか、「キリストにあって天にある」という力と勝利の信仰の立場から、祈り、働くことを、私たちに教えてくださいますように。


  



  五．まず強い人を縛れ（マタイ十二・二九）


  「彼はおしの悪鬼を追い出しておられた。悪鬼が出て行くと、そのおしの人が語り出したので、群衆は驚いた。」（ルカ十一・十四、改訂訳欄外）


  この時、主イエスはパリサイ人たちの訴えに答えて言われました、「まず強い人を縛るのでなければ（中略）どうして強い人の家の中に入ることができよう？そうしてから彼の家を略奪するのである」。人を悪しき者の「家」もしくは住まいと主が明らかに描写されたのは、この箇所だけではありません。この同じ章で主は、追い出されて他の住まいが見つからず「自分の家の中に戻ろう」と言っている汚れた霊について述べておられます。その汚れた霊は、自分の場所を他のだれも取っていないので、自分よりも悪い他の七つの霊と共に「そこに入って住みつき」ます。


  この「強い人」はサタンです。サタンは彼の悪霊どもによって人間に憑りついたり、働いたりします。サタンは、主イエス・キリストがひとりのパースンであるように、明らかにひとりのパースンなのです！主イエス・キリストは、ご自身が贖われる人々の中に、御霊によって住まわれます。御霊は彼らに神の御子の命そのものを分け与えて、こうして彼らを神の子供とします。同様に、暗闇の君はアダムの堕落した種族に憑りついたり支配したりします（一ヨハネ五・十九、改訂訳）。彼は「今や不従順な子らの中に働いている霊」（エペソ二・二）であると使徒は述べています。また使徒ヨハネは、「罪を犯す者は悪魔から出ています」（一ヨハネ三・八）と強調して述べています――罪を犯す者は悪魔の性質にあずかっている者なのです。他方ヤコブは、「妬みや党派（中略）は地的であり、天然的であり、悪魔的です」（ヤコブ三・十四、十五、改訂訳欄外）と記しています。


  サタンはひとりの君です――悪の階級組織の頭です――国々を自分の高官たちによって治めており（ダニエル十章）、悪霊どもの群衆によってアダムの堕落した種族の中に入り込んだり、支配したりしています。改訂訳の欄外は正しい語を示しています――すなわち悪鬼どもです。


  「今や不従順な子らの中に働いている霊」であるサタンと、人々の中に実際に住み着いている悪霊どもとを、私たちは明確に区別しなければなりません。一方は、肉や思いの欲を通して人々に影響を及ぼして働く空中の権威の君であり、他方は、中に入って人々に対する直接的な悪魔的支配を明らかにするひとりの悪霊――多数の場合もあります（マタイ十二・四五）――です。


  主は、強い人が人を所有している時のその姿勢をこう描写しておられます。すなわち、「完全に武装して」いるのです。彼は自分の家を守って、自分の財産を安泰に保っているのです（ルカ十一・二一）！暗闇の王国の中にいるすべての者たちに関して、これはいかに真実であることでしょう！使徒パウロは、強い人が自分の家を守る一つの方法を描写して、こう記しています。「この世の神は、信じない者たちの思いをくらまして、福音の光が彼らの上を照らさないようにしています」（二コリント四・四、改訂訳欄外）。


  「完全に武装した」強い人が背後にいて、思いをことごとくくらまし、福音に対して盲目にしていることを認識しないかぎり、人々を暗闇の権威から神の愛する御子の王国の中にもたらすことはたいしてできないでしょう。また、主の警告に心を留めて「まず強い人を縛る」すべを学ばないかぎり、「彼の財産を略奪」しようとする私たちの試みは、ただ彼を激怒させるだけでしょう。そして、彼が自分の武具を強化して、自分の家を安泰に守れるようにするだけでしょう。


  しかし、「彼よりも強い者！」がいるのです。主は言われます、「『彼よりも強い者が彼を襲』うなら、彼の頼りにしていた武具をすべて取り上げて、戦利品を分けるのです」（ルカ十一・二二）。


  「彼よりも強い者！」を同定するのは難しくありません。預言者イザヤは彼のことをだれよりも傷ついた顔を持つ御方――悲しみの人で、痛みを知っていた――として描写しました。彼のことを「ほふり場に引かれて行く小羊」として描写して、「毛を刈る者の前で黙っている羊のように（中略）彼は口を開かなかった」と述べます。この御方――小羊――は「『強い』者と共に分捕り物を分け」ます（イザヤ五三）。強い人よりも「強い」者は、カルバリの小羊として現わされた神人です。主キリストは、カルバリに行く前から、「彼よりも強い」者でした！彼はご自身の言葉で霊どもを追い出されました。汚れた霊どもは彼の御前に倒れて、「あなたはまだその時ではないのに、私たちを苦しめに来られたのですか？」と叫びました（マタイ八・二九）。しかし、カルバリの十字架に行ってはじめて、彼は、強い人が自分の財産を安泰に保つための「武具」を彼から取り上げることを可能にされたのです。「強い人」が人間の中に保持していたこれらの「財産」とは、特に、罪に対する人の愛好心です（ヨハネ三・十九）。人を愛しておられる神に対する人の敵意（ローマ八・七）、肉と思いの欲（エペソ二・三）、目の欲と生活の驕り（一ヨハネ二・十六）です。


  カルバリで小羊はご自分の命を放棄して「強い人」の捕虜たちを贖い、死を通して悪魔の働きを無に帰されました（へブル二・十四）。彼は罪人の諸々の罪――「財産」――と罪人自身とを十字架に運んで行き、強い人が頼りにしていた「武具」を取り上げられました。十字架上に彼は一つの方法を備えておられます。その方法により、罪に対する人の愛好心、人が反逆した神に対する人の敵意は、人の贖い主の身代わりの死を通して除き去ってもらえます。その所で、人が毎瞬キリストの死を自分の古い人に対する致命的打撃として適用する時（ローマ六・六）、肉と思いの欲が十字架につけられるのを経験し、この世を愛する愛は地の驕りと共に一掃されます。そうです、ご自身のパースンにおいて、救い主は罪人をご自身と共に十字架に連れて行き（ローマ六・六）、捕らわれ人を「強い人」から贖い、その「財産」を強い人の力から奪取されたのです！


  十字架による勝利の道をこのように知っている人はみな、他の捕らわれ人たちを束縛から解放するために、征服者である主によって遣わされます。それは「強い人を縛り」「次にその財産を略奪する！」ためです。このまさに同じ小羊の御霊を彼らの中に息吹き込んで、彼は言われます、「見よ、わたしはあなたたちを小羊として遣わします（中略）わたしはあなたたちに、蛇やさそりや敵のすべての力を踏みつける権威を与えました。何ものも決してあなたたちを害することはありません」（ルカ十・三、十九）。


  王の僕よ、あなたは解放者なる御方によって彼の働きをするために遣わされるのです！（ヨハネ十四・十二）。彼はご自身が行ったことを行うようあなたに命じておられます！「まず強い人を縛」ってから、捕らわれ人たちにカルバリを示すのです。カルバリで、強い人が頼みにしていた武具は彼から取り去られるのです。


  しかし、どうやってでしょう？まず、「強い人」が頼みにできる「武具」を私たちに着せることがないよう、私たちは注意しなければなりません。そしてこのために、主がカルバリで私たちのために成し遂げてくださった罪とサタンからの徹底的解放を、私たちは握る必要があります。キリストと共に十字架につけられて、私たちは罪に対して死にました――罪は強い人が頼みとしている最強の武具です。なぜなら、罪はすべて悪魔に属するからです。「どうやってサタンがサタンを追い出せよう？」（マルコ三・二三）と主は言われました。もしサタンがキリストの僕であるあなたを少しでも握っているなら、あなたは他の人々を彼の力から解放することはできません。キリストと共に十字架につけられて、私たちは罪に対して死に、悪しき者の中に横たわっているこの世（一ヨハネ五・十九）に対して死にました。しかし、この幸いな信仰の事実を、徹底的実行によって遂行する必要があります。常に意志を活用して、私たちの「死すべき体」を「罪に支配させる」ことを拒むのです（これに関する完全な光についてはローマ六・一～十三を見よ）。罪をもてあそぶことは、それがどんな種類の罪でも、私たちの内におられる聖霊の力を消します。聖霊の力によってのみ、私たちは自分の周りにいる「強い人」の働きを「縛る」ことができるのです。信者は、ですから、カルバリの立場に基づいて、罪と全く手を切って（ローマ六・六～十一）、どんな代価を払っても神に仕えることを選ばなければなりません。


  私たちが自分はキリストと共に十字架につけられたと勘定し、罪に支配させることを絶えず拒む時、強い人が頼みとしている武具はすべて彼から断たれます。復活した主の完全に征服する命は、その時、私たちが敵に対して勝利できるようにします。霊の中で彼に結合されて、私たちは「さらに強い」者との生命結合の中にもたらされます。


  「さらに強い」者


  「さらに強い」者――主キリスト――は次に、彼の御霊により、勝利者です。私たちの中におられる方は、世にいるあの者より大きいのです（一ヨハネ四・四）。


  ここで次のことを強調する必要があります。強い人よりも強い方が私たちを通して御力を表せるのは、確かな信仰によって私たちがキリストと共に十字架につけられたという自分の立場を維持し、こうして彼にあって全く罪に対して死ぬときだけなのです。霊的生活の中に、十字架の分離する力をきわめて切実に必要としなくなる段階はありません。もし暗闇の勢力に対して完全な勝利を得たければ、あらゆる点で罪とサタンに対する個人的勝利の中を歩む方法を学ばなければなりません。十字架につけられていない点や弱点はみな敵の標的です。そして、サタンはあらゆる策略を働かせて、私たちを自分の真の状態に関して無知なままにさせます。ですから、私たちは常に、神、自分自身、暗闇の勢力に関するあらゆる真理に対して開いていなければなりませんし、次に、神の霊によって知らされた真理に正直に直面しなければなりません。


  私たち自身、強い人の力から解放されました。私たちは解放されて――「神に対して生きる」（ローマ六・十一）――現実の復活の命の中に入りました――サタンと、その軍勢と、その所有物に対する、確固たる、勇猛果敢な、理にかなった戦争の中に入りました。これをなすために、私たちはいくつかの根本原理を理解しなければなりません。


  第一に、これは純粋かつ単純に、霊の戦いです。暗闇の勢力を、彼ら自身の立場に基づいて対処しなければなりません。自分自身のことを「罪に対して全く死んだ」と勘定していても、それでも、天然の命、すなわち、私たち自身の思い、私たち自身の解釈、私たち自身の計画、私たち自身のエネルギーにしたがって歩むことにより、強い人をかなり有利にしているおそれがあります。天然の人は超自然の人にはかないません（二コリント十・四を見よ）。天然の人は多くのことを行うように見えます。また、敵は見せかけの「実」を生じさせることまでします。そのような手段によって、霊の命を失ったたんなる外面的な結果しか得られない水準で、私たちが奮闘し続けるようにさせるのです。


  罪からの分離に加えて、霊からの魂の絶えざる分離にも同意する必要があります（へブル四・十二）。それは、聖霊と協力して霊の領域の中で生活・行動する代わりに――「霊にしたがった歩み」と描写されている生活を送る代わりに――、魂の領域の中で生活・行動することがないためです。こうするには、私たちは自分自身の霊に関して神と交渉しなければなりません。それは私たちが（１）自分の霊を知り、（２）霊の諸法則――その特徴と活動――を理解し、（３）その繊細な感覚を理解し、（４）それを支配・使用して神の聖霊と協力させる方法を学ぶためです。


  第二に、聖霊の力により、霊の敵に対して、霊の中で絶えず戦いを遂行するために、私たちの敵について知り、その働きを見抜くよう努めなければなりません。見抜く力は次のことによります。すなわち、（１）知識――この知識をサタンは妨げることができます――、（２）妨げの狙いに注意すること、（３）この線に沿った彼の諸々の方法（諸々の策略、エペソ六・十一を見よ）によく注意することです。悪魔は実際的ですから、私たちも実際的でなければなりません。必要とあらば、私たちは喜んで学んだことを忘れて、制限する柵や自分の生活体系の中に入り込んだ役に立たない理論を引き抜かなければなりません。そして、火を通って、サタンの実際のたくらみや働きと、それらに対抗するすべとを、喜んで学ばなければなりません。これは霊の中で学ぶことであり、他のすべての学課と同じように忍耐して会得しなければなりません。私たちは一度に一歩進むことで満足しなければなりません。自分の心をあらゆる真理に対して開き、あらゆる誤りに対して閉ざさなければなりません。そして、祈り、証し、暗闇の君たちに対する他のあらゆる侵攻的奉仕の中で、自分が持っている光を用いなければなりません。さもないと、私たちを縛っている無知は決して晴れないでしょう（ヨハネ八・三二）。


  信者はこう祈るべきです、「私は彼の恵みにより、すべての真理に対して開いて、正直にそれに向き合うことを選びます。私はあらゆる誤りに対して閉ざすことを選び、決意します。どうか神がサタンの策略と欺きを暴露してくださいますように。また、どんな代価を払っても、暗闇の勢力に対して効果的に戦うために知る必要があることを、私に教えてくださいますように」。こうすることで、私たちは自分の選択と意志を、サタンに対抗して神の側に置きます。聖霊はそれを実際の経験とすることに決して失敗されません。


  「主よ、悪鬼どもですら、あなたの御名を通して私たちに服従します」（ルカ十・十七）と、あの七十人は、彼ご自身が行こうとしておられた地に遣わされて、その後、彼のもとに戻って来た時に言いました。御霊から教わっている働き人は、ある人を束縛の中に保っている敵の力を見抜くことを、速やかに学びます（二テモテ二・二六）。その人の周囲を、まるで目に見えない覆いのように、名状しがたい何かが包み込んでおり、それを貫かないかぎり、良心・愛情・選択・意志にじかに触れることはできません。「強い人」は、このような諸々の手段によって、人の解放に反対します。この厳粛な事実を認識することによってのみ、解放への手がかりが与えられます。


  強い人の使者どもは、その人の何らかの特徴的弱さに注意を集中します。それは、自分たちが察知されないためです。「おしの霊」は生来無口な人を縛ることができます。無力の霊（ルカ十三・十一～十六）は意志や性格の弱い人を、抑圧の霊は生来悲観的な人を、束縛の霊は几帳面で実直な性格の人を縛ることができます。つぶやきの霊は生来気難しい人を、性急な霊や頑固な霊は情熱的で強い性格の人を縛ることができます。


  人々が福音を聞くために集まっている場所や、神の子供たちが祈るために集まっている場所の大気を満たしている、「空中の権威の君」である「強い人を縛る」すべも、私たちは知る必要があります。「あなたたちが地上で縛るものは何でも、天でも縛られます（中略）あなたたちのうちの二人が求めるどんなことでも、地上で合意するなら」（マタイ十八・十八、十九）と主は弟子たちに向かって言われました。一つの願いの中へと融合された二人の人の祈りは「強い人を縛」ります。「一人は」悪の軍勢の「千人を追い」ますが、二人は一万人を逃げ去らせるのです（申命記三二・三〇）！ですから、強い人は神の子供たちを分けようと試みたり、あるいは、団結した祈りから遠ざけようとします。分裂の霊は、必ずしも公に現れるとはかぎりませんが、攻撃的な祈りを抑え込んで、勝利の邪魔をします。救われていない人に福音を告げ知らせて――こうして「強い人」の「家」を攻撃する――ときは、まず、団結した信仰の祈りによって、強い人を縛らなければなりません。命の言葉の種が蒔かれる時はいつでも、その種を「直ちに取り去る」ために、悪しき者がそこにいるのです（マタイ十三・十九）！彼に対する祈りは、そのメッセージを保護します。


  祈りにより強い人が「縛られ」るのは、小羊の血に訴えて祈る人々によります。「彼らは、小羊の血のゆえに、また彼らの証しの言葉のゆえに、彼に打ち勝った――龍を投げ落とした――彼らは死に至るまでも、自分の命を愛さなかった」（黙示録十二・九、十、十一）。だれでも、「強い人」の働きを「縛り」、捕らわれ人たちをその力から解放して、敵のあらゆる力に対するこの尊い血の力を証明したければ、命を捨てることが一つの必要不可欠な条件なのです。


  



  六．「切り抜けよ！」


  ある福音伝道者がかつて、攻撃的戦いに関してある経験をしました。その経験は、今日の人々に対する十字架のメッセージを「通して祈る」方法に関して、多くの光を投じるものです。この十字架の使者は、伝道を始めるにあたって、まず、人々の間から一つの祈りのグループを招集してくださるよう、主に求めることを慣わしとしています。そのグループは、集会の中にいる救われていない人のために、彼と共に祈りの中で立てる人々です。そのために、伝道の最初の数日は、信者に向けてメッセージがなされ、彼らに十字架が告げられます。その十字架は、ガラテヤ二・二〇を体現しているクリスチャン、そして、復活・昇天したキリストと結合されていて、御座でとりなすクリスチャンのためのものです。その間、彼は朝の時間のすべてを、一人で神に祈ることにあてます。戦いのために「祈りの戦士」のこの一団が召し出されるよう、神を待ち望むのです。通常、集会に参加しているクリスチャンたちの間に「突破口」が開かれるのは、四日目の晩のあたりです。そして、聖霊により、勝利の祈りの領域の中にもたらされる人々もいます。伝道でこの段階に達すると、この伝道者は次に、このようにキリストと共にとりなしの地位につくことを経験的に学んだすべての人々に、一緒にまとまって前列席に座って、続く集会の間、祈りに打ち込むよう求めます。彼らは、どんな出来事にも注意を払わないよう求められます。そして、サタンに対するカルバリの勝利を要求し、集会中の悪魔のすべての働きを滅ぼすことによって、祈りの中で勝利を握るよう求められます。


  ある特別な機会に、祈りの中で特別な教訓が与えられました。その教訓は、サタンに対する勝利の道を、さいわいな実証によって教えてくれるものでした。神の霊が二十人から三十人の「祈りの戦士」の一団を召し出された段階に、伝道が達した時のことです。祈りの戦士たちは、みな一緒に集会所の中央に座っていました。しかし、戦いはとても困難でした。その町は醸造貿易と関わっており、その「雰囲気」は堅苦しさと重苦しさで阻まれているように思われました。それを取り除くのは不可能のように見えました。その晩の集会所は人々でいっぱいでした。暗闇の勢力が集会の上に下って、大いなる暗闇が厚く覆ったので、だれも祈れませんでした。祈りの戦士の一団は押し黙っていました。伝道者自身も大きな圧力を感じたので、言葉は彼の口で止まってしまいました。また、人々は麻痺しているかのように見えました。彼自身もその中の一人でした。この苦境の中、彼は「主に向かって叫」んで言いました、「主よ、勝利の道を私に示してください」。主は直ちに彼に答えられました、「御霊の剣を取って、切り抜けなさい……」。「主よ、どの御霊の剣を取るべきでしょうか？」。すると主は、黙示録十二・十一だと仰せられました。するとすぐに伝道者はひざまずいて、あえぐような息で、大声で繰り返しました、「彼らは小羊の血のゆえに、そして彼らの証しの言葉のゆえに、彼に打ち勝った。彼らは死に至るまでも自分の命を愛さなかった」。何度も何度も彼はこう言って、ついに、突然、人々の中央に座っていた祈りのグループ全体が一斉に勝利の祈りを同時に始めました。彼らはまるで黙示録十二・十一という「剣」によって黒雲を切り開いて切り抜け、勝利の御座に達したかのようでした――すると次に、開かれた天を通して、会衆全体の上に聖霊の力が押し寄せたのです。四方からキリストを求める人々が進み出ました。そして、働き人たちは不安気な人々の列に午前一時すぎまで対応しなければなりませんでした――集会所を去ることができなかったのです。


  「切り抜けよ」！「戦い」と勝利の道を、私たちはなんと少ししか理解していなかったことでしょう。大気の濃さと、その結果である人々の頑なさを、私たちは何度も何度も感じてきました。しかし、私たちは「肉や血」を見て、「これこれの場所はとても困難でした」と言って立ち去ってきました。そして、そのまま放っておいたのです。今、主が自ら私たちに、天での戦いの秘訣を教えてくださっています。彼は「戦いに力ある」主です。御霊の剣によって「切り抜ける」ことを、祈りの戦士たちは、十字架のメッセージのための道を世界中に造るにあたって、理解する必要があります。十字架の勝利のメッセージを宣言する人はみな、この真理を受け手の心に届けるための道を「切り」開くために、御座で祈る祈りの部隊を必要とします。


  祈りが今こそ必要です。大気中に充満しているすべての悪の勢力を「切り抜ける」祈りが必要です。悪の勢力はこのメッセージを妨げようとします。そして、このメッセージが神の力によって働き始めているすべての人の中で、それに大反対します。「主の道」は、彼の民の「切り抜ける」祈りによって「備え」られなければなりません。


  黙示録十二・十一が、このメッセージを示すのに用いられる御霊の剣にちがいありません。「主よ、私たちに祈ることを教えてください！」。


  



  注記


  



  本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著作権をつけないでください。
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